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論文審査結果の要旨 
本論文は、Side population cells, SP 細胞が癌幹細胞様の性質をもつことを利用して、子宮

体癌細胞株から SP 細胞を分離し、その生物学的特性を調べたものである。また、イオノフ

ォア抗生物質 Salinomycin が EMT の形質をもつ乳癌幹細胞の増殖を特異的に阻害するとの

報告をもとに、子宮体癌細胞株を用いて Salinomycin の効果の検討を行っている。  
子宮体癌細胞株 Hec1、RK12V から SP 細胞と nonSP 細胞を分離後培養し、DNA マイクロ

アレイ解析をおこなったところ、EMT が関与するパスウェイが認められ、癌幹細胞様の生

物学的特性に EMT が関与することが示唆された。また、両者の細胞増殖能・運動能、浸潤

能、ヌードマウス上の造腫瘍能について解析したところ、増殖能・運動能、浸潤能いずれに

おいても Salinomycin による抑制効果が認められた。  
以上をまとめると、Salinomycin は Hec1-SP 細胞の細胞増殖能、運動能、浸潤能を抑制し、

EMT 関連遺伝子の発現を抑制するという結果が得られた。 
以上より、本論文は、癌幹細胞様の生物学的特性に EMT が関与することを示し、Salinomycin
は子宮体癌幹細胞を標的とした治療に有用であると考えられる。Salinomycin は今後ヒトへ

の臨床応用が期待される薬剤であり、学位論文に値するものと考える。 
よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。

 

 


